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要旨： 

 個人が自家用車を購入する際、選択する車は個人の生活スタイルや好みにより異なってくる。

膨大な選択肢の中からどうすれば自分の理想とする車を見つける事が出来るのか、という問題を

解決するために、購入に適した車が検索できる自動車のデータベースを製作する事にした。 

開発にあたってはデータの詳細を把握するため、まず、必要となる車のデータの収集を行った。

次に収集したデータ（画像データを含む）の格納に適したデータベースシステムの構築を行って、

データベースの検索方法などを設計しシステムを開発していった。さらに、開発中に、あったら

便利だろうと考えられる追加機能について検討・企画し、最終的に、車画像の色の変換機能や、

チュートリアル機能なども実現した。 

本システムはＧＵＩや画像を使ったマルチメディアデータベースであり、車購入を検討してい

る人たちにとって、分かりやすくて扱いやすいという特徴をもつ。本システムが提供する機能は、

大きく分けて、①新車の一覧を見ることができる機能、②条件を指定して自動車の検索ができる

機能、③自動車のデータの追加・更新機能、④車購入に関しての保険や税金などのチュートリア

ル機能、の４つである。本システムを用いれば、自動車について専門的な知識がなくても、購入

条件などから車種を容易に検索でき、画像データによって車のデザイン（外観）を目で見て検討

したり、その場でボディーの色を変換してカラーバリエーションを確かめることができるため、

購入者は自分の感性にあった車種を容易に選択できる。 

本システムは、現状では Windows 上の Access を用いて実現されているが、本システムが提案

するデータベースは、将来、インターネットでホームページを見るような感覚で、時間や場所を

気にせず、ディ－ラーを訪れた時と同等の説明やサービス、そして車の購入などが出来るシステ

ムになり、さらに便利で実用的なものに発展する可能性を持つ。 

 

 

１．はじめに 

 現在、日本国内メーカーの乗用車（商用車・

トラックを除く）はすでに 200 車種を超えて

いるが、今後もさらに様々な形や色の自動車

が増え、個性化、オーダーメイド化によって、

益々バリエーションが増すと考えられる。こ

れから自動車の購入を考えているユーザーが、

こうした数多くの選択肢の中から、どうすれ

ば自分の理想とする車を見つける事ができる

かは、ユーザーやディーラーにとって大きな

課題である。 

車選びには、ユーザーがいちばん重視した

いポイント、例えばＴＰＯ、自分のセンス、

好きな色、経済性など多くの要素が関連して
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図４．ＮＥＷ ＭＯＤＥＬ登録画面 

いる。 

そこで、国産主要メーカーの乗用車をデー

タベース化し、簡単に解かり易く使えるよう

に、ＧＵＩ（Graphical User Interface）や

画像を利用し、カテゴリーで分類・検索でき、

画像の色のバリエーションを選択できるよう

なシステムを考案し作成した。 

 本稿では、今回開発したマルチメディアデ

ータシステムシステム「国産車オールアルバ

ム２００３」の概要について報告し、開発の

実際についても紹介する。 

 

図１．メインフォーム 図２．国産車リスト 

図３．検索画面 
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２．マルチメディアデータベースシステム 

「国産車オールアルバム２００３」の概要 

本システム（図１）には、①登録してある

新車の画像を含む車のデータを見ることがで

きる「国産車リスト」（図２）、②簡単に条件

を指定して検索できる「検索画面」（図３）、

③将来発表される新車が登録できる「ＮＥＷ 

ＭＯＤＥＬ登録」（図４）、④車購入時に掛か

ってくる税金や保険、諸費用に関するチュー

トリアルが受けられる「クルマ購入基礎講座」

（図５）などの機能がある。これらの機能は

メインフォーム（図１）から選ぶことができ

る。 

 

図５．クルマ購入基礎講座 

図６．国産車リストのテーブル作成画面 

図７．検索画面メイン 

図８．検索画面の一例（車体形状検索） 図９．ＶＢＡコード画面 
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３．マルチメディアデータベースシステム 

「国産車オールアルバム２００３」の開発 

３．１．開発環境 

本システムの開発環境は以下の通りである。 

・パソコン：富士通 FMV-DESKPOWER 

  CE8/110LT (CPU:AMD Athlon1.1GHz、 

システム RAM:128MB)、 

・OS：Windows XP Home Edition 

 開発には以下のソフトウェアを利用した。 

・Microsoft Access 2002 

・Adobe Photoshop 6 

・FUJITSU ＠映像館 

 次項で、実際の開発について説明する。 

３．２．開発方法の実際 

 まず、（１）カー雑誌などから車の画像や車

の詳細なデータを集め、（２）検索システムを

Access2002 を使って作った。また、（３）検

索結果の画像の車体の色が変えられる機能や、

データの追加機能のような特殊機能を追加し

た。さらに、（４）車購入時に掛かってくる税

金や保険、諸費用に関するチュートリアル機

能も作成した。 

これらの開発の詳細を項目別に順を追って

以下に示す。 

（１）データ収集 

データベースの核となる最新の車種画像と

車のデータを様々なカー雑誌１）～７）やカタロ

グから集め、車種画像はスキャナでパソコン

に取り込み、加工し、メーカーごとにフォル

ダを用意し整理した。車のモデルチェンジや

生産終了などの影響でデータベースに登録す

べき車の車種は随時変化するが、最新のデー

タを考慮した結果、本システムの初期データ

は、2002 年 11 月現在、車の種類としては 209

車種とした。 

なお、本システムには、後述（３－２）の

ようにデータを追加・更新する機能を設けた。 

（２）検索システムの実現 

（２－１）データ入力 

Access を利用し、テーブルを新規に開き、

デザインビューにＩＤ、車種名、メーカー、

車体形状、駆動方式、エンジン種類、ＭＴ設

定、オープン設定、総排気量、最高出力、車

両重量、燃費、乗車定員、車両本体価格の項

目を作成し、そこに既に収集した車のデータ

を入力した（図６）。 

（２－２）国産車リストのフォーム作成 

同様に、車種画像のテーブルを作成し、図

６のテーブルを元に選択クエリを作り、フォ

ームを作成した。更に車種画像のテーブルを

リンクさせ、国産車リストのフォーム（図２）

を完成させた。 

（２－３）ＶＢＡによる検索システムの作成 

メインフォーム（図１）、検索メイン画面（図

７）、メーカー・車体形状・エンジン種類・駆

動方式・排気量・燃費・車両重量・車両価格・

乗車定員の９項目の検索画面（図８）、用語説

明などをフォームで作成し、各検索画面には

予め、それぞれの項目の選択クエリを作成し

ておき、ＶＢＡ８）で、選択クエリを使って検

索できるプログラムを作成し（図９）、データ

ベースを完成させた。 

（３）特殊機能の実現 

（３－１）色を変える機能の作成 

 車種画像のデータを Photoshop で読み込

み、イメージの色調補正機能を用いて色相を

変換し、いろいろな色の車種画像を用意し、

国産車リストのフォームに組み込んだ（図２、

図１０）。 

（３－２）データ追加機能の作成 

 国産車リストのフォーム（図２）を元に、

空欄にデータを埋めて追加するようなプログ

ラムをＶＢＡ（図９）を用いて作り、図４の

ような「ＮＥＷ ＭＯＤＥＬ登録画面」を作成

した。 

（４）チュートリアル機能「クルマ購入基礎

講座」の作成 

 雑誌の記事を利用し、図５のように、フォ

ーム上に税金・保険・諸費用の解説や表など

を貼り付け作成した。 
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４．マルチメディアデータベースシステム 

「国産車オールアルバム２００３」の利用法 

４．１．システムの構成 

 本システムは、画像データを含む多くのデ

ータを有するデータベースで、現状では

Access の mdb ファイル形式（現在、データ

件数 223 レコード、画像データ数 256 枚、フ

ァイルサイズ 86.8MB）であり、例えばＣＤ

－ＲＯＭなどでデリバリー可能である。 

４．２．動作環境 

 本システムは、Microsoft Windows95 以上

のＯＳと Microsoft Access2000 以上がイン

ストールされているパソコン上で作動する。 

４．３．操作手順利用方法 

（１）起動方法 

 自動車検索システムのＣＤ-ＲＯＭをＣＤ-

ＲＯＭドライブに挿入し起動するか、または、

ハードディスクにコピーして起動する。ハー

ドディスクにコピーした場合は、「国産車オ

ールアルバム」のファイルのプロパティで読

み取り専用の属性を解除する。 

 起動すると、国産車オールアルバムのメイ

ンフォーム（図１）の画面が表示される。こ

の画面には４つの項目があり、「国産車リス

ト」ボタンをクリックすると、このデータベ

ースに登録してあるすべての車がＩＤ番号順

に表示される(図２）。「検索画面」は検索画面

メインが表示される（図７）。「ＮＥＷ ＭＯＤ

ＥＬ登録」は、これから出てくるニューモデ

ルを登録するための画面が表示される（図４）。

「クルマ購入基礎講座」は車購入時、関連し

てくる税金・保険・諸費用などについてのチ

ュートリアルが受けられる（図５）。 

（２）検索方法 

検索の仕方は検索画面メイン（図７）を開

き、検索したい項目のボタンをクリックする

と図８のような検索画面が表示される。そし

て、検索画面のリストボックスの▼をクリッ

クし、表示された項目から、検索したい単語

または数値を選び、検索ボタンをクリックす

ると検索結果画面（図２）が表示される。 

（３）検索結果画面の見方 

 検索結果画面（図２）では、その車の登録

番号・車種名・車種画像・メーカー名・車体

形状・駆動方式・エンジン種類・ＭＴ設定・

オープン設定・総排気量・最高出力・車両重

量・燃料消費量・乗車定員・車体本体価格が

表示される。一番下に表示されるレコードの

数字は左から、現在表示しているレコード、

検索された総レコード数で、左右三角の矢印

で次のレコードを見たり、前のレコードに戻

ることができる。また、車種画像のすぐ下の

レコードでは表示されている総レコード数だ

け、その車の色を変えて見る事ができる（図

１０）。 

（４）その他の機能 

 「ＮＥＷ ＭＯＤＥＬ登録」（図４）はこれ

から出てくるニューモデルを登録するための

画面で、それぞれ空白の項目の欄を埋めると

登録できる。 

図１０．車種画像のカラー変更例 
図１１．色相変換 
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 「クルマ購入基礎講座」（図５）は、車を購

入という時に、諸費用はいくらくらいかかる

のか？必要な書類は何か？という疑問を解決

してくれる講座で、税金・保険・諸費用につ

いての解説をしてくれる。 

 

５．考察 

 本システムは、画像を使い、シンプルに作

られている。そして、検索結果画面から一部

車種ではあるが、画像のカラーが変更出来る

ようにした。画像が変更出来る事により「他

のカラーではどんな印象の車に見えるのか」、

「車を購入する時、どのカラーがその車に似

合うのか」などの参考になる。検索機能以外

にも車購入時に関わる各種税金や保険の解説

や説明が得られるチュートリアルを追加し、

誰でも解かりやすく使えるようになっている。 

ただし、本システムを使用してみて、本シ

ステムの問題点として、車に全く無知な人が

このデータベースを使う場合を考えると、さ

らに専門用語を少なくしたり、専門用語の説

明を追加する必要があるかも知れないと感じ

た。また、車種画像のカラーバリエーション

は、現システムでは、一枚の元画像に色相変

換を施して車のカラーを変えた画像データを

予め用意しておく必要があるが、その際、元

画像の色により変換出来るカラーが限られる

場合がある。例えば、図１１に示すように、

元画像の花の色が赤・黄・青のような色は色

相変換するといろいろな色に変換できるが、

白や黒い影などのモノクロの色は色相変換し

ても色はほとんど変化しない。今後、ユーザ

ーが本システム上で車のボディカラーを自由

自在に変えられるようなプログラムに発展さ

せたい。そうすれば、将来、ユーザーが作成

したカラーで車の発注や塗装がインターネッ

ト上ででき、しかもデザインなども自分好み

の車をカスタマイズ出来るようになると考え

られる。 

 また、さらなる要望として、車のカラー変

換機能だけでなく、車の内外装の画像や映像、

試乗インプレッションのコメントなどを盛り

込み、より多くの個別ニーズに対応できるよ

うにすれば、さらに実用性のあるデータベー

スになると思われる。 

 

６．おわりに 

 「国産車オールアルバム２００３」を開発

した。本システムはマルチメディアデータベ

ースとして完成しており、これにより、車を

検索したり、検索した車の色を変えたり出来

るようになった。 

ただし、本システムは動作環境として、

Microsoft Access のインストールされた

Windows パソコンを必要とする。ＣＤ―ＲＯ

Ｍなどによるデリバリーの他にネットワーク

上での利用を行おうとすると、現状では、ユ

ーザーは本システムのファイルをダウンロー

ドしなければならない。もし、動作プラット

フォームを選ばないシステムなら、将来、イ

ンターネットでホームページを見るような感

覚で、時間や周囲を気にせず、ディ－ラーに

訪れた時と同等の説明やサービス、そして車

の購入などが出来るシステムになり、さらに

便利で実用的なものになるだろう。前項で考

察した、本システムの発展型のデータベース

システムとともに、今後の課題として提案し

たい。 
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